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本稿では，ソーシャルメディア上から取得したデータのうち，ユーザ間の繋がりを用いた社会ネットワーク分
析を活用した，ユーザ分析に関する取り組みを事例として紹介する．具体的には，あるファッションブランドに
おける，社会ネットワーク分析を用いた消費者コミュニティの特定に関する事例と，大手ブログサービスにおけ
るインフルエンサーの成長過程において重要な要素の特定ならびに成長モデルの構築に関する事例を紹介する．
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エンサー

1. はじめに

近年，インターネット通信の一般化に伴い，われわれ
の生活を取り巻く環境は大きく変わりつつある．情報
通信白書によれば，インターネットの人口普及率は平
成 25 年末に 8 割を超えた [1]．パーソナルコンピュー
タ (PC)，スマートフォン，タブレットなどのインター
ネット通信機器は，今日，「一家に一台」ではなく「一
人一台」にまで普及率を高めている．
こうした状況のもと，インターネット上でのコミュ

ニケーションツールとして，ソーシャルメディアが広く
利用されている．ソーシャルメディアとは，インター
ネットを利用して誰でも手軽に情報を発信し，相互のや
りとりができる双方向のメディアであり，ソーシャル・
ネットワーキング・サービス（以下 SNS）やブログサー
ビス，動画共有サイト，近年ではメッセージングアプリ
である LINEも含まれる [2]．2018 年に総務省が行っ
た調査 [3] によると，調査対象者の中で複数の代表的
なソーシャルメディアサービス（Twitter，Facebook，
Instagram，ブログなど）のいずれのサービスも使用
していない人の割合は 19.4％であり，およそ 80％の人
が何かしらのソーシャルメディア系のサービスを使用
していることになる．
ソーシャルメディアの影響は企業のマーケティング

活動にも及んでいる．多くの企業が製品やサービス，
企業自体のプロモーション活動の一環としてソーシャ
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ルメディアを活用しており，ソーシャルメディアマー
ケティングという言葉が登場するまでになった [4]．中
でも，ユーザが興味・関心や出身・地域などの属性に
基づきソーシャルメディア上で関係を形成したうえで
構成されるユーザの集合である「ユーザコミュニティ」
と，ユーザコミュニティにおいて特定の話題についての
情報発信力に長けたユーザである「インフルエンサー」
というキーワードは，多くの企業の注目を集めている．
ソーシャルメディアにおいては，参加者それぞれが一
つの情報の発信場所（メディア）を有し，メディアに投
稿されたコンテンツへの興味・関心，ユーザ属性（同
じ出身・地域であることなど）といった共通点をきっ
かけとしたコミュニケーションを通じて，メディア上
において他者との関係性を自発的に幅広く形成してい
く．ソーシャルメディア上に形成されるコミュニティ
を注意深く観察することで，自社の顧客や自社の評判
をより深く理解することができる．
サイバーエージェントが行った調査によると，半数

以上の企業が“インフルエンサーを活用している，また
は活用したことがある”と回答した [5]．従来，インフ
ルエンサーといえば，文化人や芸能人といった，現実
世界において影響力を有する人物を指していたが，近
年ではソーシャルメディア上での活動により誕生した
インフルエンサーも確認されており，著名人によるプ
ロモーションと比べ一般消費者への影響力が大きいと
いう報告もある [6]．インフルエンサーをプロモーショ
ン活動に用いることで，特定のコミュニティに対する
高い宣伝効果が期待されている．
筆者らはこれまで，消費者行動領域において，ソー

シャルメディアの中でも，主に SNSやブログサービス
を対象に，ユーザが行った活動（アクション）データを
用いたさまざまな分析を行ってきた．本稿では，これ
らの取組みのうち，消費者コミュニティならびにイン

686（44） オペレーションズ・リサーチ



フルエンサーに関する以下の 2 つの事例を紹介する．
•消費者コミュニティの発見（あるファッションブ
ランドにおける繋がりの情報を用いた顧客コミュ
ニティの発見）

•インフルエンサーの形成過程における特徴抽出（あ
るブログサービスにおけるインフルエンサーの成
長過程のモデリング）

2. 消費者コミュニティの発見

本事例は，あるファッションブランドを対象に，消
費者の SNS上での関係性に関する情報（フォロイー・
フォロワーの関係）を用いた，消費者コミュニティの発
見を目的としたものである [7]．対象としたファッショ
ンブランド（以後，ブランド A と呼ぶ）は，10 代～
30 代の女性を中心に人気を博しており，大手百貨店を
中心に全国的に店舗を展開している．また，実店舗以
外の販売経路として，EC サイトを有している．

2.1 現状分析
はじめに，ブランド A のショップスタッフを対象

に，SNSを用いた広告宣伝に関するインタビュー調査
を行った．ブログや SNSなど複数のソーシャルメディ
アを活用しており，特に Instagramが有効であること
がわかった．
ブランドAにおいては，Instagram上にブランドA

の顧客により自発的に形成された消費者コミュニティ
があり，Instagram上での交流を積極的に行っている
ことがわかった．さらに興味深いことに，このコミュ
ニティ内では，ブランド Aに対する顧客ロイヤルティ
により，複数のコミュニティが階層化されて構成され
ていた．ここでは，ブランド Aに対する顧客ロイヤル
ティが非常に高い顧客であるロイヤルカスタマーによ
るコミュニティを「コアコミュニティ」，コアコミュニ
ティに属しているユーザに対して憧れを抱いており，
コアコミュニティへの参加を望むサポーターによるコ
ミュニティを「ファンコミュニティ」，それ以外の一般
的なブランド A の顧客を「ジェネラルコミュニティ」
と定義した．コアコミュニティならびにファンコミュ
ニティのユーザは，売上への貢献以外にも SNS上での
情報伝達においても重要な役割を担っている．
図 1は，インタビュー結果に基づき，ブランド理解度

と情報取得速度の 2 軸において各消費者コミュニティ
の関係を表したものである．
縦軸のブランド理解度は，単なるブランド Aの商品

情報だけではなく，ブランド Aのプロデューサーやス
タッフとの交流や，ブランド Aが主催するイベントな

図 1 インタビュー調査に基づく販売コミュニティと消費者
コミュニティならびに，消費者コミュニティ内に階層
的に存在する複数のサブコミュニティの関係性

どへの参加も含んだ理解度である．横軸の情報取得は，
新情報を得るまでの速度を表している．一般的には，
Webサイトや SNSなどを通じて新情報を得るが，先
に述べたとおり，ショップスタッフとの交流を通じた
情報取得や，新商品の発表会への参加などにより，情
報の取得速度に違いがある．
なお，コアコミュニティに所属するユーザは芸能人

やモデルではなく，あくまで一般消費者である．しか
しながら，コアコミュニティのユーザ複数名が店舗に
来店する際には，彼女らと話がしたい，会いたいとい
うファンコミュニティのユーザが多数来店する．した
がって，コアコミュティに所属するユーザならびにコ
アコミュニティ自体がインフルエンス力を有している
という状況が推察される．そこで，データ収集を行っ
た約 2カ月間に“ブランドA”というキーワードを含
んだ投稿を Instagramに行ったユーザのフォロイー・
フォロワーの関係を用い，社会ネットワーク分析によ
るコアコミュニティおよびファンコミュニティの特定
を試みた．

2.2 社会ネットワーク分析を用いた消費者コミュニ
ティの特定

先に述べたとおり，本事例はブランド Aに関する投
稿を行ったユーザのフォロイー・フォロワー関係を用
い，社会ネットワーク分析により，消費者コミュニティ
の発見を目的としたものである．
はじめに，2015/11/3～2015/12/25に“ブランドA”

というキーワードを含む投稿を行ったユーザ情報を収
集した．該当期間において 3,866 ユーザ（ここでは
PostUser と呼ぶ）の投稿があった．次に，PostUser

のフォロイー・フォロワーの関係を取得した．ここで，
フォロイーとは，PostUserが Instagram上で友人とし
て登録を行ったユーザを，フォロワーとは，PostUser

を友人として登録を行ったユーザを指す．表 1に取得
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表 1 取得したデータの概要

データ収集期間 2015/11/3～2015/12/25

PostUser 数 3,866 ユーザ
平均フォロイー数 約 212 ユーザ
平均フォロワー数 約 453 ユーザ

図 2 消費者コミュニティの可視化の結果

したデータの概要を示す．
分析に際し，上記の 3,866 名のうち，1 名以上のほか

の PostUser をフォローしているユーザ 1,395 ユーザ
（ここでは，KeyUserと呼ぶ）に着目し，KeyUserコ
ミュニティに関するネットワーク構造を明らかにする．
具体的には，KeyUserをノード（頂点），ユーザ間に
定義されるフォロイー・フォロワー関係をエッジ（枝）
として捉えた．図 2は，力学モデルに基づく 3 次元の
Fruchterman Reingold モデル [8] により，KeyUser

コミュニティの構造を可視化したものである．力学モ
デルに基づくグラフ描画アルゴリズムでは，類似する
エッジを多く有するノード程近くに配置される．
図 2 中におけるノードは，周辺部のユーザは次数

（フォロワー数）が低く，左下近辺の集中した領域の
ユーザの次数は高い．図 2 においては，KeyUser コ
ミュニティにおける 1 ノードが有する平均次数は約
6であり，グラフ全体の密度は 0.002 と非常にスパー
スなネットワーク構造である反面，一部のユーザが高
い次数を有するものの，半数を超えるユーザの次数は
2以下であることからも，スケールフリー性を有して
いることがわかる．
図 2 中左下の一部において，KeyUser 間の関係が

強く表現された集合（楕円部分）が確認できる．楕円
中においては，多くの次数を有するノードが見られる．
すなわち，コミュニティ内で特に多くの次数を有する
ユーザ同士により形成される，密なサブコミュニティ
が構成されている可能性がうかがえる．それ以外の周
辺の小さい円で表したように，密なサブコミュニティ
から外れたところに多くの次数を有するユーザの存在

も確認された．
これらの楕円，小円内のユーザについて，分析対象

期間内およびその前後数カ月の投稿内容を確認した結
果，楕円内のユーザはブランド Aの商品に関する投稿
や，ファッションコーディネートに関する投稿，ブラ
ンド A と競合するほかのブランドに関する情報など，
ファッションを中心に投稿していた．他方で，小円中
のユーザはブランド Aに関する投稿は少なく，その日
の出来事を投稿するライフログとしての利用傾向が確
認された．
なお，楕円中に属するユーザのうち，次数中心性指標

の高い 208 名のユーザに対して，ブランドAのショッ
プスタッフに協力いただき，コアコミュニティ・ファ
ンコミュニティとして把握しているユーザの有無を調
査した．その結果，208 名のうち 45％（26％がコアコ
ミュニティ，19％がファンコミュニティ）がショップ
スタッフが把握している消費者コミュニティに所属す
るユーザであることがわかった．

3. インフルエンサーの形成過程における特徴
抽出

本事例はある大手ブログサービスを提供する企業と
の共同研究において，ブログサービスの投稿および閲
覧データを用い，ブロガーの成長に寄与する他ブロガー
との繋がりにおける特徴を明らかにすることを目的と
したものである．具体的には，初心者ブロガーの読者
登録ネットワークの形成過程から，ネットワークの特
徴量を用い，一定期間ごとにブロガー成長モデルの構
築を行う．本事例では，一般ブロガーがインフルエン
サーへと成長する過程について以下の五つの仮説を設
定した．
1. 他ブロガーとの読者登録関係の構築が重要である
2. 多様なコミュニティとの読者登録関係が重要で
ある

3. 周囲のブロガーに対する影響力が大きいブロガー
との読者登録関係が重要である

4. 多くのブロガーと読者登録関係を有するブロガー
との読者登録関係が重要である

5. 会員登録後の期間ごとに各特徴量の重要性が異
なる

本事例では，ユーザごとの読者登録関係の動的ネッ
トワークから特徴量を生成する．時系列に沿って観測
した各特徴量を用いてモデル構築を行うことで，「どの
時点」における「どの特徴量」がブロガー成長に寄与す
るかを把握することが可能である．また，構築する読
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表 2 会員情報

カラム名 説明
dt 日付

user id ユーザ識別 ID

gender 性別
blogger category ブロガーカテゴリ

genre ブログジャンル
reader count 累積読者登録数
register date 会員登録日

表 3 行動履歴データ

カラム名 説明
dt 日付

user id ユーザ識別 ID

blogger id ブロガー識別 ID

blogger category ブロガーカテゴリ
pv article entry deta 記事画面閲覧数

post comment コメント数
post reblog リブログ数
count like いいね数

count checklist 読者登録申請数

者登録ネットワークの各ノードに対して 2 つの属性を
付与し，それらの属性を考慮した特徴量生成を行った．
1つ目は，コミュニティの属性である．データ期間内

に出現した一般ブロガーのブログジャンルは 183にも
及ぶが，類似するジャンルも多く見受けられた．そこ
で，ブログのジャンル間の閲覧関係をネットワーク空間
に表現し，主要なネットワーク分析の1つであるコミュ
ニティ検出（Infomap法 [9]）を適用することで 26 種
類のコミュニティへの類型化を行ったものを用いた．
2 つ目は，高影響ブロガーラベルである．各コミュニ
ティ内におけるいくつかのアクション関係（PV（ペー
ジビュー），いいね，リブログ，コメント）のアクショ
ン関係を用いて各ブロガーの影響力をPageRank [10]

により評価し，その値が高いブロガーを高影響力ブロ
ガーとして定義した．

3.1 データ概要
使用データはある大手ブログサービスの

2018/01/01～2018/05/31 における日次の会員情
報データおよび行動履歴データである．使用したデー
タの詳細を表 2，表 3に示す．なお，blogger category

カラムは公式ブロガーには official，一般ブロガーに
は top general，generalのいずれかの値が付与されて
いるが，本事例では，期間中に新規登録した 3,269 人
の一般ブロガーを対象とした．

3.2 ブロガー成長タイプの類型化
本事例では各ブロガーが会員登録後から徐々に注目

を集めていく過程をブロガーとしての成長と定義した．
注目度の指標としては日ごとの被 PV数 を使用し，そ
の時系列推移によってブロガーの成長タイプを類型化
する．具体的なブロガーの成長タイプの類型化の手順
を以下に示す．
1. 被 PV数推移の関数近似
2. 類型化のための条件設定
3. 関数形状（成長タイプ）に基づく類型化
まず，分析対象の 3,269 ブロガーについて，各ブロ

ガーの会員登録日から 120 日間 における日ごとの被
PV 数の時系列データを作成する．そして，7 日移動
平均をとった PV 数の時系列データに対して，時点を
説明変数とした最小二乗法による関数近似を行う．た
だし，120 日間において 5PV 以下である日数が全体
の 90％以上を占める 319ブロガーについては，PV数
が不十分であるとして関数近似の対象からは除き，残
る 2,950 人に対して関数近似を行った．想定した関数
は以下の 2 種類である．

• 三次関数：y = ax+ bx2 + cx3 + d

• シグモイド関数：y = 1/(1 + e−ax+b)

これら 2種類の関数について，データ区間を [0, 1]と
正規化して近似を行い，RMSEの値が小さいほうの関
数をそのブロガーの最適近似関数として採用した．そ
して，RMSEが 0.1以下の関数近似の当てはまりのよ
いブロガーを抽出して条件設計を行った．詳細な条件
設定についてはここでは割愛させていただくが，本事
例では，上記の 2 つの関数について時間とともに PV

が増加傾向にあるか減少傾向にあるかを判定し，ブロ
ガーの成長タイプを「加速型」と「減速型」の 2 つの
タイプに分類した．

3.3 ブロガー成長判別モデル
先に示した加速型および減速型と分類されたブロガー

を対象に，ブロガーの成長要因を把握するための分析
を行う．特に本事例では，各ブロガーの会員登録から
一定期間ごとの行動を観測することで，どの期間にお
ける行動が成長に寄与するのかを明らかにする．具体
的な行動としてはブロガーの成長には他ブロガーとの
読者登録関係に関する行動を対象とした．
モデル構築を行う前に，加速型および減速型ブロガー

の読者登録数に関する傾向を把握する．図 3，図 4は
各ブロガーの会員登録から 120 日間における読者登録
数の推移を加速型，減速型別に表したものである．ま
た，読者登録した場合と読者登録された場合（以後，前
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図 3 累計読者登録 (a) の推移（左：加速型，右：減速型）

図 4 累計読者登録 (p) の推移（左：加速型，右：減速型）

表 4 累計読者登録推移によるセグメント

セグメント 条件
zero (Ca

120 = 0) または (Cp
120 = 0)

late (Ca
30 = 0) または (Cp

30 = 0)

ceiling (Ca
60 = 1) または (Cp

60 = 1)

（Ca
30 = 0 かつ Ca

60 = 1）
late&ceiling または

（Cp
30 = 0 かつ Cp

60 = 1）
（Ca

30 �= 0 かつ Ca
60 �= 1）

change かつ
（Cp

30 �= 0 かつ Cp
60 �= 1）

者を「読者登録 (a)」，後者を「読者登録 (p)」，相互登
録の場合は両者でカウントする）を区別している．グ
ラフは各日の累積読者登録 (a, p)数を 120 日時点の値
で除した値となっている．
加速型は減速型と比較すると初めて読者登録 (a, p)

した日が遅く，一方，減速型は会員登録から早期の時
点で累積数が収束に近づくブロガーが多い傾向がある．
さらに，双方の成長タイプにおいて，一度も読者登録 (a,

p)を確認することができなかったブロガーが存在する
こともわかる．これらの特徴を踏まえ，加速型および
減速型のブロガーに対して，累積読者登録 (a, p)数の
推移によるセグメンテーションを行う．設定したセグ
メントは表 4，図 5に示す 4 種類 (zero, late, ceiling,

chage)の型からの 5つのセグメントである．なお，Ca
t

図 5 セグメントの考え方

表 5 4 つの成長タイプ判別モデルの目的変数および対象
期間

モデル 目的変数 対象期間
1

成長タイプ (1, 0)

1 ≤ t ≤ 30

2 31 ≤ t ≤ 60

3 61 ≤ t ≤ 90

4 91 ≤ t ≤ 120

表 6 4 つの成長タイプ判別モデルにおいて有意となった説
明変数

説明変数 モデル
1 2 3 4

読者登録 (a) number of community +

読者登録 (p)

number of check + +

same community ratio −
number of community + +

check blogger indegree − − −
high influence ratio +

と Cp
t はそれぞれ時点 t(t = 1, . . . , 120)における累積

読者登録数 (a, p)割合を示す．
表 4のうち changeセグメントに所属し，加速型お

よび減速型ブロガーに分類された RMSE上位 100 ブ
ロガーを対象に成長タイプ判別を二項ロジスティック
回帰分析により行い，その特徴を明らかにする．構築
する成長タイプ判別モデルは，異なる期間における特
徴量を用いた 4 つのモデルである（表 5）．目的変数は
全モデル共通で成長タイプが加速型であれば 1，減速
型であれば 0とする．
説明変数として使用する特徴量については，モデル

ごとに使用する期間は異なるがその算出方法は共通で
ある．特徴量としては，「読者登録数」「同コミュニティ
ブロガー割合」「ユニークコミュニティ数1」「密度2」「相
互性3」「読者登録したブロガーの平均次数」「高影響ブ
ロガー割合」を用いた．なお，5-fold cross valication

1 期間内に読者登録したブロガーが所属するユニークコミュ
ニティ数
2 各ブロガーが構築した読者登録ネットワークを対象とした
完全グラフのエッジ数に対する実際のエッジ数の割合
3 各ブロガーが構築した読者登録ネットワークにおいて相互
登録されている割合
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図 6 4 つの成長タイプ判別モデルの F 値

による交差検証を行い，さらに AIC 基準の変数選択
を行っている．また，モデルの頑健性の担保のために
3 つの異なる乱数によるサンプリング（加速，減速と
もに 100 ケースを抽出）を行っている．
この結果から過半数の検証において 5％有意となっ

た説明変数を最終的に有意な説明変数として採択した．
表 6に有意となった説明変数を示す．なお，表中の「+」
と「−」はそれぞれ偏回帰係数が正，負であることを
表す．また，図 6は，各モデルの精度指標として算出
した F値の箱ひげ図である．

3.4 結果の解釈と仮説の評価
各モデルで選択され有意となった説明変数から全体

傾向の考察を行う．
本事例では読者登録というアクションについて，各

ブロガーが“読者登録する”，“読者登録される”とい
う 2 つの方向の特徴量を作成した．結果の表より，“読
者登録した”アクションに関する変数はモデル 4のみ
で採用され，それ以外はすべて“読者登録された”ア
クションに関する変数が有意となっている．実際には，
初心者ブロガーが“多くのコミュニティから読者登録
される”，“高影響力なブロガーから読者登録される”
ことなどはかなりハードルが高いように思える．しか
し，比較的自由度の高い“読者登録する”というアク
ションについては，加速型および減速型ブロガーの間
に差がなく，ブロガー成長に重要な読者登録の方向と
登録先の質という点での新たな知見が得られた．
登録先の質という観点について考察すると，モデル

2～4の 3 期間における特徴量として，読者登録された
ブロガーの平均入次数 (indegree) はブロガー成長に対
してマイナスに寄与している．特に，モデル 3の期間
においては，高影響力ブロガーから読者登録されるこ

とがブロガー成長にプラス要因となっている．
異なる期間における特徴量を用いた判別モデルを構

築したのは，成長を予測することが可能な時期を特定
することを目的の 1 つとしたためでもある．モデル
1（30 日まで）に比べ，モデル 2（60 日まで）では 10％
以上の F値の精度向上が確認できた．会員登録後 4 カ
月間の計測期間の中で前半期間に相当するモデル 2の
期間までに，およそ 70％の精度が得られたことは，早
期の段階においてブロガーの成長特定につながる有用
な結果であると考える．
最後に，ブロガー成長に寄与する要因に関する 5 つ

の仮説については，分析の結果から，4 つ目の仮説「多
くのブロガーと読者登録関係を有するブロガーとの読
者登録関係が重要である」以外は支持された．こうし
た結果は，成長したブロガーが有する読者登録ネット
ワーク形成過程に関する特徴を把握するうえでの有益
な結果であると考える．

4. おわりに

本稿では，消費者行動領域において，筆者らが過去
に取り組んだソーシャルメディア情報を用いた研究事
例を 2 つ紹介した．
1 つ目の事例は，Instagram上から取得した消費者

の SNS上での関係性に関する情報（フォロイー・フォ
ロワーの関係）を用いた，あるファッションブランド
における消費者コミュニティの特定を目的としたもの
である．特定したコミュニティ内のユーザに対する評
価を行った結果，非常にシンプルな方法にもかかわら
ず，約半数はブランド Aに対するロイヤルティが高く，
消費者コミュニティの中核をなすユーザであることを
明らかにできた．
2 つ目の事例は，ある大手ブログサービスにおいて，

ブログサービスの投稿および閲覧データを用い，初期
登録時点からブロガーの成長に寄与する他ブロガーと
の繋がりに注目したブロガー成長モデルの構築を行っ
たものである．本事例では，あらかじめブロガーの成
長を加速と減速の 2 つのタイプに分類し，30 日間隔
に設定した時点におけるほかのブロガーとの繋がりを
用いて作成したネットワーク特徴量を説明変数とした
判別モデルの作成を行った．その結果，ブロガーの成
長に影響のあるネットワーク構築の諸変数を明らかに
できた．
ソーシャルメディアの流行を背景に，今後ソーシャ

ルメディアマーケティングの重要性はより一層高まる
ことが想定される．ソーシャルメディアは商品・サー
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ビスの提供者にとって，有益な広告メディアであると
ともに，投稿される情報をコントロールすることは困
難であり，危機的な状況を招く可能性もある．今後の
展開としては，実際に投稿されたテキストや画像を注
意深く観察することで，商品・サービスの改善や CRM

の構築に繋がることが期待される．
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